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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側壁に固定栓が設置されたサーバーケースに取り付けられ、且つ前記固定栓をスライド
可能に収容する固定スロットが設けられたガイドレールと、
　第一端が前記ガイドレールに固定され、且つ前記ガイドレールの固定スロットに挿入さ
れて、前記固定栓を前記固定スロットに係止する当接塊が設けられた固定部材と、
　前記固定部材の第二端に枢着され、当接部を有する回転部材と、
　前記ガイドレールにスライド可能に組み立てられるリリース部材と、
を備えてなるガイドレール装置であって、
　前記回転部材が回転されると、前記当接部が前記ガイドレールを押圧されて、前記固定
部材の第二端を外に向かって反らせて、前記固定部材の当接塊が前記ガイドレールから退
出し、
　前記固定栓は、前記当接塊に係止されることなく前記固定スロットから退出するととも
に前記リリース部材をスライディングさせ、
　前記リリース部材は、前記回転部材の当接部を押圧して前記回転部材を元様に回復させ
、且つ前記固定部材を元様に回復させることを特徴とするガイドレール装置。
【請求項２】
　前記固定スロットは、互いに連通され、且つ互いに直交されるガイド部及び固定部を備
え、
　前記固定栓は、ヘッド部及びネック部を備え、
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　前記ヘッド部の寸法が前記固定部の寸法より大きく、前記ネック部の寸法が前記固定部
の寸法より小さく、前記ガイド部には、寸法が前記固定栓のヘッド部の寸法より大きい寸
法を有する入口が設けられることを特徴とする請求項１に記載のガイドレール装置。
【請求項３】
　前記ガイドレールにおける前記固定スロットの固定部の片側に一対の定位孔が設置され
、
　前記リリース部材には、前記定位孔に係合される突起が設けられることを特徴とする請
求項２に記載のガイドレール装置。
【請求項４】
　前記ガイドレールの上辺縁及び下辺縁が同一の方向に向かって湾曲された一対の折辺を
形成し、前記リリース部材が前記ガイドレールの一対の折辺との間にスライド可能に挟ま
れることを特徴とする請求項３に記載のガイドレール装置。
【請求項５】
　前記固定部材は、ロッキング部を備え、
　前記ロッキング部には、前記当接塊が設けられ、
　前記リリース部材には、前記固定スロットに対応され、且つ前記当接塊が貫通する貫通
孔が設けられることを特徴とする請求項２に記載のガイドレール装置。
【請求項６】
　前記リリース部材には、前記回転部材の当接部に対応されるバルジが設けられることを
特徴とする請求項１に記載のガイドレール装置。
【請求項７】
　前記当接部は、前記固定部材の端部に当接される２つの互いに平行する第一アームと、
前記２つの第一アームとの間に設けられ、且つ前記２つの第一アームに直交し、且つ前記
リリース部材のバルジに当接される第二アームと、を備えることを特徴とする請求項６に
記載のガイドレール装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガイドレール装置に関するものであって、特にサーバーケースに付設される
ガイドレール装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ガイドレールは、広く利用される装置であって、引出しや棚式サーバーラックなどのよ
うな相対運動している二つの部材を連接することに用いられる。
【０００３】
　よく見かけるガイドレールは、三段式ガイドレールであって、内部ガイドレール、中部
ガイドレール及び外部ガイドレールを備える。キャビネットを例に挙げると、外部ガイド
レールは、キャビネットの支持架に付設され、内部ガイドレールは、サーバーケースの側
面に付設され、中部ガイドレールは、前記内部ガイドレールと前記外部ガイドレールとの
間に連接されて前記サーバーケースの活動範囲を伸ばし、且つ前記内部ガイドレール及び
前記中部ガイドレールが前記外部ガイドレールの軸方向に沿って前記外部ガイドレールに
対して相対的にスライド可能であるため、サーバーラックが前記ガイドレールによってス
ライド式に開閉される。
【０００４】
　前記外部ガイドレール及び内部ガイドレールを別々にキャビネットの支持架及びサーバ
ーケースに付設するために、複数のねじ及びドライバーなどの工具を必要とするため、取
付操作及び取り外し操作が複雑である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本発明の目的は、前記課題を解決し、サーバーケースをガイドレールに便利に取り付け
たり、ガイドレールからサーバーケースを便利に取り外したりすることができるガイドレ
ール装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するため、本発明に係るガイドレール装置は、側壁に固定栓が設置され
たサーバーケースに取り付けられ、前記固定栓をスライド可能に収容する固定スロットが
設けられたガイドレールと、第一端が前記ガイドレールに固定され、且つ前記ガイドレー
ルの固定スロットに挿入されて、前記固定栓を前記固定スロットに係止する当接塊が設け
られた固定部材と、前記固定部材の第二端に枢着され、当接部を有する回転部材と、前記
ガイドレールにスライド可能に組み立てられるリリース部材と、を備え、前記回転部材が
回転されると、前記当接部が前記ガイドレールを押圧されて、前記固定部材の第二端を外
に向かって反らせて、前記固定部材の当接塊が前記ガイドレールから退出し、前記固定栓
は、前記当接塊に係止されることなく前記固定スロットから退出するとともに前記リリー
ス部材をスライディングさせ、前記リリース部材は、前記回転部材の当接部を押圧して前
記回転部材を元様に回復させ、且つ前記固定部材を元様に回復させる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係るガイドレール装置において、回転部材がガイドレールに相対して回転する
とともに前記ガイドレールを押圧するため、固定部材を外に向かって反らせて、前記固定
部材の当接塊が前記ガイドレールの固定スロットから退出し、従ってサーバーケースと前
記ガイドレールを分解することができ、操作が簡単である。又、前記サーバーケースの固
定栓が前記ガイドレールの固定スロットから退出するとともにリリース部材をスライディ
ングさせ、前記リリース部材は、前記回転部材を元様に回復させ、且つ前記固定部材を元
様に回復させ、ガイドレール構造の他のガイドレールが損害されることを免れる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係るガイドレール装置の立体分解図である。
【図２】本発明の実施形態に係るガイドレール装置の立体分解図である。
【図３】本発明の実施形態に係るガイドレール装置の立体組立図である。
【図４】本発明の実施形態に係るガイドレール装置の立体組立図である。
【図５】図４に示すガイドレール装置のＶ－Ｖ線に沿った局部断面図である。
【図６】本発明の実施形態に係るガイドレール装置の固定状態を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に係るガイドレール装置のリリース状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１及び図２を参照すると、本発明の実施形態に係るガイドレール装置は、サーバーケ
ース１０に取り付けられ、ガイドレール２０、固定部材３０、回転部材４０及びリリース
部材５０を備える。
【００１０】
　前記サーバーケース１０の側壁に複数の固定栓１２が設置される。前記固定栓１２は、
ダンベル状であって、寸法がより大きいヘッド部１２２及び寸法がより小さいネック部１
２４を備える。
【００１１】
　本実施形態において、前記ガイドレール２０は、ガイドレール構造の内部ガイドレール
であって、その上部領域には、複数のＪ字形状の固定スロット２２が設けられ、且つその
上辺縁及び下辺縁が外に向かって曲げられた一対の折辺２１を形成する。前記固定スロッ
ト２２は、前記ガイドレール２０のガイド方向に直交するガイド部２２２及び前記ガイド
レール２０のガイド方向に平行する固定部２２４を備え、前記ガイド部２２２と前記固定
部２２４が互いに連通され、前記ガイド部２２２の上端に寸法が前記固定栓１２のヘッド
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部１２２の寸法より大きい入口２２１が設けられる（図２を参照する）。前記固定部２２
４の寸法は、前記固定栓１２のネック部１２４の寸法より大きいが、前記固定栓１２のヘ
ッド部１２２の寸法より小さい。前記ガイドレール２０において、前記固定スロット２２
の固定部２２４の左側に横方向に配列された２つの定位孔２６１，２６２が設けられ、且
つ前記定位孔２６１の左側に複数の突起２７が設けられる。
【００１２】
　前記固定部材３０は、弾性を有する長いシートであって、互いに平行される取付部３２
及びロッキング部３４と、前記取付部３２と前記ロッキング部３４との間に垂直に設置さ
れる連接部３３と、を備える。前記取付部３２の前記連接部３３から離れている一端には
、複数の固定孔３２２が設けられる。前記ロッキング部３４の上辺縁及び下辺縁が外に向
かって曲げて一対の折辺３４１を形成する。前記ロッキング部３４に貫通孔３４２が開設
され、前記ロッキング部３４の前記連接部３３から離れている一端に別々に枢着孔３４５
を有する一対の枢着部３４４が設けられ、前記ロッキング部３４における前記枢着部３４
４の近傍にノッチ３４７が設けられ、前記貫通孔３４２と前記ノッチ３４７との間に内に
向かって突出する当接塊３４６が設けられる。
【００１３】
　前記回転部材４０は、一体成型された略“日”字形であって、枢軸４２、前記枢軸４２
の上端から曲げて形成された“コ”形の操作部４４、該操作部４４の端末から曲げて形成
され且つ前記操作部４４の形状と対称される形状を有する当接部４６を備える。前記当接
部４６は、互いに平行する２つの第一アーム４６２と、前記２つの第一アーム４６２との
間に設けられ、且つ前記２つの第一アーム４６２に直交する第二アーム４６４と、を備え
る。前記操作部４４が所在する平面と前記当接部４６４が所在する平面は、同一の平面で
はない（図４を参照する）。
【００１４】
　前記リリース部材５０は、シートであって、略Ｖ字形のスロット５２と、前記スロット
５２の片側に設けられ、且つ内側に向かって突出する錐状の突起５４と、前記スロット５
２の他側に設置される貫通孔５６と、を備える。前記スロット５２の上部に入口５２２が
形成され、前記スロット５２の底部に円弧形の収容部５２４が形成される。また、前記リ
リース部材５０の右端には、外に向かって突出するバルジ５８が設けられる。
【００１５】
　図３及び図６を参照すると、組み立てる時、前記リリース部材５０を前記ガイドレール
２０の一端から前記一対の折辺２１との間に挿し込んでスライディングさせ、前記リリー
ス部材５０の突起５４が前記ガイドレール２０の定位孔２６２に係合されると、前記リリ
ース部材５０のスロット５２の入口５２２がちょうど前記ガイドレール２０の固定スロッ
ト２２のガイド部２２２及び入口２２１に対応され、前記スロット５２の収容部５２４が
ちょうど前記ガイドレール２０の固定スロット２２のガイド部２２２の底部に対応される
。前記回転部材４０の枢軸４２を前記固定部材３０の枢着部３４４の枢着孔３４５に貫く
。前記固定部材３０の固定孔３２２を前記ガイドレール２０の突起２７に被せて固定して
、前記ロッキング部３４の一対の折辺３４１を別々に前記ガイドレール２０の一対の折辺
２１の内側にスライド可能に貼り合わせ、前記固定部材３０を前記ガイドレール２０の外
側に貼り合わせる。この時、前記固定部材３０の当接塊３４６が前記リリース部材５０に
当接され、前記回転部材４０の操作部４４がちょうど前記ノッチ３４７に対応されて前記
固定部材３０に当接され、前記回転部材４０の当接部４６の第二アーム４６４が前記ガイ
ドレール２０に当接される。
【００１６】
　図５、図６及び図７を同時に参照すると、前記サーバーケース１０を取り付ける時、前
記サーバーケース１０を移動して、前記固定栓１２が前記ガイドレール２０の固定スロッ
ト２２のガイド部２２２に沿って下へスライディングしてから続いて水平方向に沿ってス
ライディングして前記固定部２２４に進む。前記過程において、前記固定栓１２のヘッド
部１２２が前記固定スロット２２の入口２２１を貫いて且つ前記ガイドレール２０から離
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れる方向に向かって前記固定部材３０のロッキング部３４を押圧して外へ反らせる。前記
固定栓１２のヘッド部１２２が水平方向に沿ってスライディングして前記固定部材３０の
貫通孔３４２を貫くと、前記固定部材３０のロッキング部３４が元様に回復されるととも
に、前記固定栓１２のネック部１２４が前記リリース部材５０のスロット５２の左側辺を
押圧して、前記リリース部材５０の突起５４が前記ガイドレール２０の定位孔２６２から
抜け出してから前記ガイドレール２０に沿ってスライディングして前記定位孔２６１に係
合されることにして、且つ前記固定部材３０の当接塊３４６が前記リリース部材５０の貫
通孔５６を貫いてから前記ガイドレール２０のガイド部２２２の底部に進んで、前記固定
栓１２のネック部１２４を前記固定部２２４に係止させ、従って前記サーバーケース１０
が前記ガイドレール２０に固定される。前記過程において、前記回転部材４０は、その枢
軸４２を回って回転する。
【００１７】
　前記サーバーケース１０を取り外す時、前記固定部材３０のノッチ３４７から前記回転
部材４０の操作部４４を握り且つ前記回転部材４０を回転して、前記当接部４６の第二ア
ーム４６４を前記ガイドレール２０に押圧させて、従って前記固定部材３０のロッキング
部３４を外に向かって反らせ、前記ロッキング部３４の当接塊３４６が前記ガイドレール
２０の固定スロット２２及び前記リリース部材５０の貫通孔５６から退出するとともに、
前記回転部材４０の当接部４６の第一アーム４６２が前記固定部材３０の端部に当接され
る（図４を参照する）。次に、前記サーバーケース１０を移動して、その固定栓１２を水
平方向に沿ってスライディングさせて前記固定スロット２２の固定部２２４から抜け出す
ことにして、続いて垂直方向に沿って上に向かってスライディングさせて前記ガイド部２
２２から抜け出すことにする。前記固定栓１２が水平方向に沿ってスライディングする過
程において、前記固定栓１２のネック部１２４が前記リリース部材５０のスロット５２の
右側辺を押圧して、前記リリース部材５０の突起５４が前記ガイドレール２０の定位孔２
６１から抜け出してから前記ガイドレール２０に沿ってスライディングして前記定位孔２
６２に係合されることにして、前記リリース部材５０のバルジ５８が前記回転部材４０の
当接部４６の第二アーム４６４を押圧して、前記回転部材４０を回転させ、前記２つの第
一アーム４６２が前記固定部材３０に当接しないことにして、従って前記固定部材３０の
ロッキング部３４が元様に回復して前記ガイドレール２０に貼り合わせることにして、前
記回転部材４０及び前記固定部材３０の回復変形操作を忘れた時、ガイドレール構造の他
のガイドレール（例えば、中部ガイドレールである）が前記ガイドレール２０に相対して
スライディングする時に損害されることを免れる。
【００１８】
　以上本発明を実施例に基づいて具体的に説明したが、本発明は、上述の実施例に限定さ
れるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種種変更可能であることは勿論
であって、本発明の保護範囲は、以下の特許請求の範囲から決まる。
【符号の説明】
【００１９】
１０　サーバーケース
１２　固定栓
２０　ガイドレール
２１，３４１　折辺
２２　固定スロット
２７，５４　突起
３０　固定部材
３２　取付部
３３　連接部
３４　ロッキング部
４０　回転部材
４２　枢軸



(6) JP 5363189 B2 2013.12.11

10

20

４４　操作部
４６　当接部
５０　リリース部材
５２　スロット
５６，３４２　貫通孔
５８　バルジ
１２２　ヘッド部
１２４　ネック部
２２１，５２２　入口
２２２　ガイド部
２２４　固定部
２６１，２６２　定位孔
３２２　固定孔
３４４　枢着部
３４５　枢着孔
３４６　当接塊
３４７　ノッチ
４６２　第一アーム
４６４　第二アーム
５２４　収容部

【図１】 【図２】
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